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去る６月10日、2022年度フレンズ ･TOHOの総
会を終えることが出来ましたこと、会員の皆様のお
かげと深く感謝申し上げます。2020年１月からの
行事が停止せざるを得ず、約２年の間を隔てての行
事開催となりました。もちろん新型コロナウィルス
感染症対策のため人数制限の上での開催でした。

遠山会長ご勇退

またこの2022年度の総会をもって菊水化学工業
（株）の遠山会長がご勇退されることになりました。
2008年より14年
間の大任です。遠
山様は故下出保雄
元理事長在任中の
理事会監事をお務
めになり、団体交
渉にもご参加されたご縁もご披露されています。
また、遠山様は知る人ぞ知る「青年経営者研修塾

（青経塾）」千数百の塾生の方の指導にもあたってお
られ、この14年間はとくにご多忙を極められたとご
拝察しております。

遠山会長感謝の会を開催

総会「懇親会」をあらため「遠山会長感謝の会」
を開催。

本来であれば、
会員同士の親睦交
流を深める貴重な
場を設定するとこ
ろですが、立食
パーティーは昨今

でも開催するのは躊躇されるとのこと。出来うるな
ら遠山様を囲んでの会をと準備をすすめておりまし
たが、上記に趣旨変更をさせていただきました。
榊名誉会長から感謝状・御礼の品の贈呈させてい
ただきました。遠山様には引き続き顧問としてお支
えいただくご快諾をいただいております。

定期総会記念講演　佐高信氏「現代を読む」

定期総会記念講演は、辛口批評家として著名な佐
高信氏。テーマは「現代を読む」。
最初の切り口は「戦争が残した者は憲法のみ」と戦
後日本の再出発の原点から。憲法起草者の思いを紹

介。名古屋での講
演ということで城
山三郎氏の気骨あ
る生き様にふれ、
話題は溢れる。「秀
逸」な人の分類に
政治・経済等の概念を氏は持ち込まない。どのよう
な発言・行為をもって紹介するのかは明瞭だ。経営
者に話題が及べば本田宗一郎氏など次々と挙げられ
る。今回は感染症対策のこともあり、全体をコンパ
クトに運営。60分設定でやや不十分さは残った感は
あったが、縦横無尽な展開は氏の真骨頂。後日談で
は東京にて榊名誉会長との放談・懇親会が開かれた
と伺っている。

フレンズ ･TOHO新会長に神野重行様

2022年度は改選の年であり、新役員をご承認い
ただきました。
以下に掲載させていただ
きます。
但し理事の方々は新規の
方のみ掲載させていただい
ております。

会　長　神野　重行　三重産業株式会社
　　（　上　写　真　）　　　代表取締役
顧　問　遠山　昌夫　菊水化学工業株式会社
　　　　　　　　　　相談役・名誉会長
顧　問　佐々木泰裕　東邦学園
　　　　　　　　　　理事
副会長　加藤　明彦　エイベックス株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役会長
理　事　大河　哲男　名豊重車輛株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役
理　事　長沼　英樹　東邦学園・愛知東邦大学
　　　　　　　　　　事務局長
理　事　舩木　恵一　愛知東邦大学
　　　　　　　　　　副学長
監　事　久野　正人　東邦学園スポーツ・文化振
　　　　　　　　　　　興局　局長

2022年度定期総会を開催
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はじめに

会員の皆様に寄稿のお願いをし、タイトルは「コ
ロナで失ったもの、見い出したもの」とさせていた
だいた。2020年からのコロナ禍は私たちに何を問い
かけているのだろうか。90年代「終わりなき日常」
とコメントした某氏がいたが、この日々の「手触り」
のある実感はなんだろう。平時にもかかわらず国家
と個人がこれほど接近したことは経験がない。そし
て続々と平和を脅かす出来事。３月20日ＮＰＯ法
人「日本ウクライナ文化協会」の方々の「ＮＯ ＷＡ
Ｒ」の栄の広場での訴え、反戦デモ。新疆ウイグル
自治区での人権侵害の疑惑、香港での自由・権利の
国家介入統制。フレンズとしてコメントは差し控え
るが、「愛と平和を」と謳った故尾﨑久弥先生。思い
は駆け巡る。

今期の計画報告について
総じて計画項目の多くは新型コロナウイルス感染
症の蔓延状況から実施できなかったことにより、掲
げた計画主旨（ 印）は再掲のみとする。実施項目
には★印を付した。

今後の予定・計画について
本年度の事業については、新型コロナウイルス感
染症等の動向を考慮し予定の変更がありうることを
ご承知おきいただきたい。予定変更はHP掲載等の
方法でお知らせする予定である。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

★①第１回講演会　web配信
◎日時：2021年11月5日（金）
◎場所：愛知東邦大学本部棟
◎講師：浜矩子氏
◎演題：「小さき者の幸せが守られる経済へ」
当初、この日程にて臨時総会を開催予定で
あったが、コロナ禍の動向により、web記念

講演のみ開催。経済・経営に的を絞ったテー
マ・講師選択としたが、内橋克人先生の急逝�
により急遽浜先生に依頼。少しでも総会に準
じる形でと榊名誉会長と浜先生との対談を組
み込んだ。追って文字起こし予定だが、明日の
企業人のとるべき姿勢も対談の中でストレー
トに交わされる等好評を得たものと自負して
いる。

★②第２回講演会（名刺交換会）
　　　　　web配信＆一部視聴者との応答
◎日時：2022年2月10日（木）
◎場所：愛知東邦大学 L棟
　　　　4階 LCホール
◎講師：金子勝氏
◎演題：「負けない人たち」
市井にあって、志をもって生き抜こうとする
方々を金子先生は丁寧に対話し取材し同タイ
トルの一冊を上梓。その指し示すものの意味、
行く末の希望を語れる方である。
依然としてコロナ禍の勢い中にあって、「名刺
交換会」は延期し、上記同様経済・経営に的
を絞ったテーマ・講師選択でweb講演のみを
開催。この講演では大学生との応答を期待し
複数名での参加を得て開いた。ご講演そのも
のもさることながら、質疑応答には丁寧かつ
熱心に全ての質問にお答えになり、金子先生
の熱意は十分に伝わってくるものであった。

⑵研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①自然と親しむ会　
四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。

2021年度フレンズ・TOHO「事業報告」
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　②法人会員様向け特別講座
大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
会員が家族参加できる企画・講座や学園施設
を有効利用しての開講を追求する。
地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解
をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する。
地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討
する。

　④その他
法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画する。

⑵ TOHO スポーツイベント協賛
年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していくTOHO
スポーツイベントに対して支援を行う。

⑶その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に対して、激励
金を支給する。
★高校：吹奏楽部・空手道部・ダンス部に激励
金を支給した。

　大学：軟式野球部に激励金を支給した。
⑶高校、中学生対象英語「スピーチコンテスト」、
「教育と探求社」主催「クエストカップ」全国大
会出場への支援
高校等で開催される中学生対象の英語スピー
チコンテストに協賛し、援助金を支給する。
★従来の「スピーチコンテスト」改め「プレゼ
ンテーションコンテスト」として10月24日
実施。激励金を支給した。
2020年、「クエストカップ」全国大会連続出
場に対し援助を行った。本年度もこの教育的
努力に対し支援を行う。

⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。

⑸「奨学金基金」の運用
コロナ禍、家計急変による学業継続に困窮す
る東邦高校生・愛知東邦大学生を対象に「奨学
金基金」の運用・実施をすすめる。また「奨
学金基金」積み立てを継続的に予算に繰り入
れる。今年度に於いては予備費から積み立て
る。

⑹その他
大学・高校のその他の教育活動に対して後援・
支援する。
★大学・高校の教育活動に対して支援を行う。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
51号の発行を８月、52号の発行を２月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。
★予定通り講演内容の広報を中心として発行。当
然ながら記事の多様性には少々限界があった。

⑵会員名簿の発行
原則５月あるいは総会開催時発行とする。
★総会延期のため、また経費節減のため「みどり
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収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,939,005 2,939,005 0
②年会費 法人会員 2,620,000 2,520,000 ▲ 100,000 予算 131 社　決算 126 社
　　〃 個人会員 720,000 665,000 ▲ 55,000 予算 144 名　決算 133 名
③入会金 法人会員 50,000 40,000 ▲ 10,000 予算 5社　決算 4社
　　〃 個人会員 30,000 9,000 ▲ 21,000 予算 10名　決算 3名
④広告収入 みどりの風 51号・52号分 800,000 680,000 ▲ 120,000
⑤受取利息 100 84 ▲ 16 普通預金・定期預金
⑥寄付金 100,000 5,000 ▲ 95,000

合　　　計 7,259,105 6,858,089 ▲ 401,016

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 1,700,000 1,980,000 280,000
　　〃 学園活動支援金 0 800,000 800,000
　　〃 その他 (援助金・祝金等） 330,000 300,000 ▲ 30,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,500,000 63,000 ▲ 1,437,000
②会議費 運営委員会・役員会等 200,000 0 ▲ 200,000
③印刷費 会報 350,000 412,500 62,500
　　〃 名簿作成費 80,000 80,850 850
　　〃 封筒・振込用紙等 60,000 5,500 ▲ 54,500

④通信費 会報誌発送・web メンテナ
ンス 350,000 119,669 ▲ 230,331

④ -1 通信費 webリニューアル費用 350,000 0 ▲ 350,000
⑤事務費 事務費・交通費・手数料等 50,000 44,754 ▲ 5,246
⑥予備費 200,000 0 ▲ 200,000
⑦設立 30年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧奨学基金積立金 300,000 300,000 0
⑨次期繰越金 1,589,105 2,551,816 962,711

合　　　計 7,259,105 6,858,089 ▲ 401,016

2021 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2021 年 4 月 1 日から
2022 年 3 月 31 日まで （単位：円）

記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
次期繰越金

合　　計

1,200,000
300,383
2,551,816
4,052,199

郵貯銀行
三菱UFJ 銀行（定期）
豊田信用金庫（普通）
三菱UFJ 銀行（普通）
三井住友銀行（普通）
現金

合　　計

141,625
1,200,195
300,383
778,821
1,573,276
57,899

4,052,199

の風」8月発行時に同封し、お届けした。
⑶ HP の充実

HPを定期的に更新し、充実を図る。
★不十分ながらHPを活用しweb 配信・ご連
絡等行った。

５．会員拡大に取り組む

独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
大学・高校に担当者を配置し「声がけ」を行
う。

★法人新入会員「株式会社BASE」・「株式会社
ミズノ中部支社」・「ダンロップタイヤ中部株
式会社」「東亜道路工業株式会社」、その他現
在2社に要望。

６．組織体制・事務局の改善に努める

安定的な役員体制の整備に努める。
事務局体制の見直しを図る。
★※新たに事務局員1名を加えた。

以上　
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はじめに

フレンズでの交流を広め深めることを求める率直
な声を法人・個人の方から頂戴している。とりわけ
「名刺交換会」へのご期待は熱い。コロナ禍以前の
活動を踏襲しながら、本年度の活動の中心にまずこ
れを据えたい。withコロナの時代に入ったとみてい
る。様々な感染症に科学的な知見をもち、「正しく恐
れ」感染対策をしてゆく必要があるが、「動き」を止
めることまでは緩和されてきている。
さて「関係の創造」こそが私たちの喜びとすると
ころであり、出会いとその深化こそ大切にしたい。
「生涯学習」を活動の柱の一つとする弊会はさらに地
域へとそのウィングを伸ばしていきたい。

今後の予定・計画について

本年度の事業については、新型コロナウイルス感
染症の動向を考慮し予定の変更がありうることをご
承知おき下さい。予定変更はHP掲載等の方法でお
知らせいたします。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
◎人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

　①第1回講演会（定期総会）
日時：2022年6月10日（金）
場所：名古屋東急ホテル
講師：佐高信氏

　②第2回講演会
◎秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造研究所
等との共催で講演会開催を検討する。

　③第３回講演会（名刺交換会）
◎２月頃に予定している名刺交換会開催時に、

法人会員様向けの講演会を開催する。
日時：2023年2月調整中
場所：名古屋ガーデンパレス
講師：候補案　寺島実郎氏
講演終了後、名刺交換会開催予定

⑵ 研修・講座企画
◎会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①自然と親しむ会　
◎四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。

　②法人会員様向け特別講座　　
◎大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　③個人会員・家族向け講座、地域貢献講座
◎会員の家族参加もできる企画・講座や学園施
設を有効利用しての開講を追求する。
◎地域住民の方を講師に招いた講座開講を支援
する。
◎地域の子育て環境を考え、より豊かにする取
り組みを支援する。

　④その他
◎法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
◎法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画する。先述の予
定参照。

2022年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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⑵ TOHO スポーツイベント協賛
◎年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO
スポーツイベント」に対して支援を行う。

⑶その他
◎会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
◎大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
◎大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に対して、激励
金を支給する。

⑶高校、中学生対象「プレゼンテーションコンテ
スト」、「教育と探求社」主催「クエストカップ」
全国大会出場への支援
◎高校等で開催される中学生対象のプレゼン
テーションコンテストに協賛し、援助金を支
給する。
◎2019年度、「クエストカップ」全国大会連続
出場に対し援助を行った。本年度もこの教育
的努力に対し支援を行う。

⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
◎法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。

⑸「奨学金基金」の運用
◎コロナ禍、家計急変による学業継続に困窮す
る東邦高校生・愛知東邦大学生を対象に「奨学
金基金」の運用・実施をすすめる。また「奨

学金基金」積み立てを継続的に予算に繰り入
れる。

⑹その他
◎大学・高校その他の教育活動に対して後援・
支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
◎53号の発行を8月、54号の発行を2月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
◎原則5～６月あるいは夏の「みどりの風」発
送時発行とする。

⑶ HP の充実
◎HPを定期的に更新し、充実を図る。

５．会員拡大に取り組む

◎独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
◎大学・高校に担当者を配置し個人会員加入を
促す。
◎後援団体であるOBOG会・保護者父母の団
体へのアプローチを検討する。

６．組織体制・事務局の改善に努める

◎安定的な役員体制の整備に努める
◎事務局体制の見直しを図る。

以上　
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収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,551,816

②年会費 　法人会員（131 社× 2万円） 2,620,000

　　〃 　個人会員（144 名× 5千円） 720,000

③入会金 　法人会員（5社× 1万円） 50,000

　　〃 　個人会員（10名× 3千円） 30,000

④広告収入 　みどりの風（53号・54号分） 800,000

⑤受取利息 100

⑥講座・研修参加費 　研修参加費・講座受講料など 30,000

合　　　計 6,801,916

2022 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2022 年 4 月 1 日から
2023 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 1,700,000

　　〃 　学園活動支援金 500,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 330,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,500,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 180,000

③印刷費 　会報 350,000

　　〃 　名簿作成費 80,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 　会報発送・webメンテナンス 350,000

⑤事務費 　事務費・交通費・手数料等 50,000

⑥予備費 200,000

⑦設立 30年記念事業積立金 200,000

⑧奨学基金積立金 300,000

⑨次期繰越金 1,001,916

合　　計 6,801,916
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〈講演録〉
皆さまこんにちは。今日はこの場にお招きいただ
き光栄に思っております。生身でお目にかかること
ができず、残念ながらスクリーン越しではございま
すが、よろしくお願いいたします。本日はパワーポ
イントを見ていただきながらお話ししていきたいと
思います。
本日の演題『小さき者の幸せが守られる経済へ』。
これは私の本のタイトルです。いろんなところで書
いたコラムを再編集したもので、私の考えが集大成
されています。今日お話しするのは、この本の中身
ではありません。現状で考えたことを整理してお話
ししようと思います。
全部で6点あります。まずは、経済活動とは何かの
確認からいきたいと思います。小さき者が守られる
経済に向かっていくというのがテーマですので、軸に
なっている経済活動とはいかなる特性や本質を持っ
ているものかを皆様と共有したいと思っています。
経済学の生みの親から何を学ぶかというテーマを
取り上げたいと思います。経済学の生みの親と言わ
れるアダム・スミスという人は、18世紀の論客です。
経済活動について経済学の生みの親は何を言い、何
を学ぶべきか。本題である小さき者を幸せにできる
経済政策は、何ものかという話を進めていきたいと
思います。ここでは経済政策というものに目を転じ
る。経済政策がこの小さき者を幸せにするためにど
んな条件を整えなければいけないか。
そして４番目は、アホノミクスとスカノミクスの
次にきたものは？とテーマに掲げました。アホノミ
クスとは彼らが言うところのアベノミクスですが、
それに私が付けた別名です。この名前を普及させる
ことに一生懸命努めているうちに、アホノミクスは
退陣となりスカノミクスになりました。これはスガ
ノミクスの誤植ではありません。中身スカスカでハ
ズレくじという意味のスカです。そうしたら、彼も
また退陣してしまいました。
この次にきているものを何と命名するか。
今の政治や政策状況についてみていきたいと思い

ます。それが小さき者
たちの幸せを守れるよ
うなものや仕組みであ
るのか。
5点目は、二つの施
政方針演説を比べてみ
れば…ということで
す。どの施政方針演説
を比べるのか、後に述
べたいと思います。
最後に小さき者の幸
せが守られる世界はどこにあるのだろうか。そのよ
うな経済活動のあり方が実現される世界とはどこに
あり、どのような世界なのかを最終的にご一緒に考
えたいと思います。
では、本題に入りたいと思います。
まず経済活動とは何かということですが、人間の
営みです。経済活動に携わる生き物は人間だけです。
猿や犬猫と我々は、行動原理とか生態とか特性は共
有しています。家族を大事にするとか喜怒哀楽があ
るとか美味しいものをいっぱい食べたいとか遊ぶの
大好きとかね。しかしながら、この経済活動に携わ
るのは人間だけです。ということは、経済活動で人
間は幸せにならなければいけない。自ずと幸せにな
るはずです。人間による人間のための営みが人間を
不幸せにするということは理屈に合わない。人間だ
けが行う経済活動によって、幸せにできなければそ
の名に値しないと私は考えます。
人間の営みが、人間を不幸にするということがあ
れば人類は滅んでいくことになります。しかし、地球
温暖化問題で気候変動対策会議COP26を開かなけ
ればならないということは、人間の営みが人間を不
幸にしているのかもしれませんね。経済活動が本来
の姿を失っているということが地球温暖化問題に如
実に表れていると思います。はたして、是正ができ
るかどうかが厳しく問われているということです。
人間を幸せにする経済活動は、人権の礎でなけれ
ばいけないと思います。なぜならば、人権を侵害さ

演題「小さき者の幸せが守られる経済へ」
●ZOOM講演会プラス対談企画●　2021年11月5日開催

講師　浜　矩子 氏（同志社大学大学院ビジネス研究科専門職学位課程教授）
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れるということは人間にとって最大の不幸です。人
権を奪われる・踏みにじられる・脅かされるという
のは、人間であることを否定されることですから、
経済活動というものは基本的人権の礎や護り手でな
くてはならない。その基本的人権を侵害しているよ
うな活動行動というのは、一見それは経済の世界で
展開されているように見えても、決してそれは経済
活動ではありません。人を虐めるような活動は経済
活動ではない。それは偽物です。我々は偽物の経済
活動に惑わされてはいけません。
そういう観点からいえば、ブラック企業という言
葉は、よくいい得ている言葉だと私も思います。問題
の所在を非常にコンパクトに鋭く表現している言葉
がブラック企業という言葉ですね。でもよくよく考
えると、ブラックな行為に及んでいる集団や組織の
ことを企業であると認めてしまっています。これは、
実におかしなことだと思います。企業経営というの
は、まさに経済活動の中でその根幹に息づいている
営みである。そのブラックな行為というのは、従業
員をこき使い、人件費は必ず払う固定費のはずが、
原材料の調達と同じ変動費扱いをする企業のこと。
このようなことをする集団は、もはや企業経営を
やっているとは言えない。やむを得ずそういう行為
に及ばざるを得ない中小や零細企業も数多く存在
することは私も認識しております。そこは情状すると
ころはありますが、それにしても人を虐める経営は
経営ではない。彼らは単にブラックなだけだという
ことを我々がしっかり認識していれば、企業ではない
ブラックな存在を脇の方に追いやることができるの
ですが、ブラック企業も企業の内と考えてしまうと、
偽物の経済活動があたかも本物のようになりますの
で、「あそこはブラック企業だ」と言ってはいけませ
ん。そうではなくて「あいつはブラックだ」としなく
てはいけません。彼らブラックな集団が企業経営を
していると認めないという構えを我々が示すことが
本当の経済活動を蘇らせることになると考えます。
次に経済学の生みの親から何を学ぶか。アダム・

スミス先生が1776年「国富論」を世に出した事に
よって、経済学が誕生しました。この「国富論」で
重要なことは、人間は共感性を持っていたというこ
とです。自分の幸せを確立するために、他者の幸せ
や他者の命運に思いを馳せるという共感力があるか
ら、お互いを共食いすることにはならず、共和的な
経済活動ができると思います。この共感性「シンパ
シー」とは、もらい泣きのできる目であると言って
います。実際に先生は『道徳感情論』で、誰でも人
のために涙する感性をどこかに持っていると書いて
います。逆にそれが無いのは人間ではないと言って
います。
アダム・スミスといえば新自由主義的に弱肉強食
で、新自由主義的に全て市場原理に委ねることが素
晴らしいと最初に言った人だと思い込まれていま
す。実は、違うんです。「国富論」には市場とか市場
原理とか、市場による価格決定がベストであるとは
書いてないです。そうではなくて、人間というもの
に共感性があり、人のために泣ける目を持っている
限り、この経済活動は共和的に回っていくというこ
とを書いています。
アダム・スミス先生の精神に則り、我々がこの「何
富論」という本を書くときそれはどのような本であ
るべきかということを考えてみました。小さき者の
幸せが守られる経済にするためには、そこに「何富
論」が成り立っていなければいけないのだろうかと
いうことを考えてみました。私なりに考えた回答は
これです。書いてはいけないのが「ボク富論」です。
「ボク富論」とは、ボク＝僕のことです。僕ちゃんの
僕、自分のことですね。自分の富さえ増えればいい。
他者に対してどんな行為に及んでも良いというもの
が「ボク富論」です。こんな本は書いてはいけませ
んよね。「ボク富論」の世界において、小さき者の幸
せが守られる経済の姿は決して成り立ちません。
では、我々が書くべき本は「キミ富論」という本
です。もうお分かりになると思いますが、この「キ
ミ」は○○君という時の「君」。あなたを意味する
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「君」です。君の富が増えれば良い。それが「キミ富
論」です。
「ボク富論」的な振る舞いをそれでいいんだと主張
する人いますね。グローバル競争の中では弱肉強食
の「ボク富論」でいかないとダメなんだ、人のこと
を考えている場合ではないという暴論を正当化する
人も少なくありません。共感性ある人が営む経済活
動の姿からはほど遠い発想であると思います。あな
たのためにという「キミ富論」。これが本当の経済活
動の姿です。自分さえ良ければからあなたさえ良け
ればへの世界に進むということが求められます。
例えば究極の「キミ富論」というのは、同志社大
学は立命館大学のために学生集めをする。立命館大
学には同志社大学のために学生集めをしてもらう。
これは大学間「キミ富論」です。これをやった場合、
立命館の方が学生集めはうまいので得をするのは同
志社の方ですが、そんな発想を持ってはいけません。
このような発想はかなぐり捨てて、あなたさえ良け
ればに徹するのが「キミ富論」です。世界的なグロー
バル時代には「キミ富論」でいかなくてはいけない
し、それこそ地球環境を守るためには、あなたさえ
良ければの発想が求められます。他者のためにもら
い泣きできる目を持っていれば、アダム・スミス先
生が言っている共感性というものを身につけ、備え
持てて「キミ富論」を実現できるはずです。我々は
「国富論」の概念から「キミ富論」を学ぶべきである
と思います。
次に、政策の話をしたいと思います。経済活動が
小さき者を幸せにするためには、やはり経済政策が
経済活動の方向を誘導する力を持っていなければい
けないですから、経済政策がそのような展開を可能
にできるような条件を整えているかどうかがとても
重要になってきます。そうなると、小さき者を幸せ
に出来る政策がどんな道具を必要とし、どのような
条件を常備し、整えている必要があるのかをここで
考えていきたいと思います。
小さき者を幸せに出来る経済政策は４つあると思

います。それは目と耳と手と力ということになりま
す。まず目は涙する目ですね。これはアダム・スミ
ス先生が言われた共感性です。人の痛みを目の当た
りにして、もらい泣きができる目です。他者の痛み
を我が身の痛みのごとく受け止めて涙を流す。そう
いう目が経済政策には必要である。そういう目がな
ければ弱者を救済できるような経済政策は展開でき
るわけはありません。「共痛」のもらい泣きです。他
者の痛みを自分の痛みとして感じ、「共痛」してもら
い泣きができる目が必要です。
じゃあ耳はどのような耳かと言いますと、傾ける
耳と傾聴できる耳です。人々の悲鳴や、助けを求め
る声を敏感に正確に察知でき、よく聞き取れる耳。
本当に求められているものを、聞き分けることがで
きる確かな耳。これが無ければ、経済政策は人のた
めに役に立つことはできません。
手は差しのべられる手です。他者の痛みを見て涙
し、救いを求める声を耳で察知し、その状況から救
い出すために差しのべる手。その手は惜しげなく、
惜しみなく、きめ細かに差しのべられなくてはいけ
ない。そして、差しのべる手は公助であるべきです。
前総理はこの公助が大嫌いで、まずは自助でやって
それがダメなら、身内に。それでもダメならしかた
がないから公助という見方をしていました。そんな
構えでは、まともな経済政策を展開することができ
るわけがないです。
あと一つの力は、見分ける力です。鑑定する力で
す。じゃあ何を見分けるのか。まずは、魚かヘビか、
卵かサソリかです。何の話と思われたと思いますが、
魚かヘビか話と卵かサソリかの話は聖書に出てきま
す。聖書は旧約聖書と新約聖書があり、旧約聖書は
ユダヤ教の世界を物語っていて、新約聖書はキリス
トが登場してからの彼の行動の記録と奇跡の記録で
す。そして処刑と昇天の記録を語っています。魚とヘ
ビの対比、卵とサソリの対比は、新約聖書の方のイ
エス・キリストが弟子たちに語りかけるくだりに出
てきます。イエス様曰く、「魚を欲しがっている子ど
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もにヘビを与えるようなことはしないでしょう。卵
を欲しがっている子どもにサソリを差し出すことは
しないでしょう。ですから、天の御父はあなたたち
に対して悪いことをなさるはずはないでしょう」と
いう話です。イエス・キリストが布教して歩いた中
東の世界では川底に、どう見ても魚にしか見えない
ヘビが、そして砂漠には丸まると卵にしか見えない
サソリが生息していたそうです。それ程当時はヘビ
と魚を見分けること、サソリと卵を仕分けることは
難しかったのです。でも、良き親はそれを決して見
誤ることなく、子どもに危害が及ぶような間違いは
しない。それが良き大人であるということです。そ
うできれば、良き経済政策責任者は小さき者を守れ
ることになります。
最近のコロナ対応の中では、折々において魚とヘ
ビを見間違えられましたね。Go Toトラベルがあり
ました。卵とサソリを見間違えて、必要な人に必要
なものが行き届かないことになりました。アベノマ
スクもありました。見分ける力が備わってないこと
が非常によくわかります。
アホノミクスとスカノミクスの次にきたものをど
のように評価するのか。次にきたのは岸田政権です
が、私は、岸田氏の経済運営を「アホダノミクス」
と命名することにいたしました。
岸田首相は自民党総裁選に登場して以来、「成長と
分配の好循環」を打ち出して、これまでと自分との
やり方の違いだと言っております。実はこれは「ア
ホノミクス」のパクリです。2012年に登場した当
初、「成長と富の創出」を実現し目指すとしていた。
2015年、あまりにも分配を軽視していることが世
の中で評判が悪くなり、「成長と富の創出」をやめ、
今度は「成長と分配の好循環」と言い始めたのです。
ですから、このフレーズは安倍政権後半から登場し
ていたのです。そのままなので、パクリだと言って
いるわけです。それだけではなく、困ったときには
前々任者に頼んでいるよう。自民党総裁選挙の時に
も背後に「アホノミクス」大将が暗躍していたよう

で、この人は困ったときにはまた頼むんだろうと思
います。
岸田首相は「成長と分配の好循環」と言っていま
すが、あくまでも分配は成長のため、分配無くして
成長なしと言っています。分配を重視するのは成長
につながるからです。強くて大きな経済を作るため
には、分配もやっとかなければいけない。彼の分配
は成長のためで、世のため人のためではない。弱者
救済・格差是正という発言は全く出てきません。そ
の点は前の二人も同様です。そして、新しい資本主
義を目指すと言っていますが、その中身がどうなる
のかは分かりません。これを見ても新しいものが出
てくるとは思えません。
「アホダノミクス」が持ち合わせているものは如
何なるものかと言うと、目は涙無き目ですね。分配
を成長の道具としてしか考えられない人に、弱者の
ために泣く涙は備わっていないと思います。耳は誰
の声を聞くのか分かりませんね。小さき者の小さな
叫びを察知するような耳を持っているように見えな
いですよね。手は誰に差しのべられるのか。これか
ら彼がどんなことを言い、そしてその新しい資本主
義を考える会が作られましたが、そこでどんな議論
がされるのかを注視していかなければいけないと思
います。鑑定が難しいものを鋭い眼力で仕分けるこ
と。そうしなければいけないという構え。我々はこ
れからこの岸田政権の一部始終を、本当に厳しい目
や鋭い耳をもってフォローしていかなければいけな
いと思います。
二つの所信表明演説を比べてみたいと思います。
まず大平正芳氏が1979年に行った所信表明演説で
す。ご存知のように大平氏は宏池会の大御所です。
そして、岸田首相の所信表明演説を比べてみようと
思います。
大平氏は、『私は今後も率直に真実を国民に語り、
各界各層の意見に謙虚に耳を傾け、その信頼と合意
を得ながら、新しい時代の開拓に全力を挙げてまい
ります』と言っていました。全体を通して非常に真
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摯であり熱意があります。大いなる決意をもって新
しい時代の開拓に全力をあげようとしていることが
伝わってきます。1979年といえば、第２次オイル
ショックがあり、ものすごいインフレで景気は悪く
なり、おまけにロッキード事件をめぐる攻防が展開
されていました。大平氏はその状況でこの所信表明
演説をされていました。
それに対して、今回岸田首相が行った所信表明演
説の中には、率直という言葉は出てきません。真実
という言葉も全く出てきませんでした。今の自民党
には不都合な真実が多過ぎる。だから率直に語るこ
とはできない。やたら出てくるのは丁寧な説明です。
率直に真実を語れるなら丁寧な説明をすることはな
いと感じます。
謙虚という言葉も、耳を傾けるという言葉も出て
きません。自分は聞くことが取り柄だと言っておき
ながら、聞くという言葉さえ演説の中には出てきま
せん。これが岸田首相の所信表明演説でした。次に
大きな演説として施政方針演説があるわけですが、
大平氏と比べればまたいろいろ出てくると思うので
楽しみにしています。
最後に、小さき者の幸せが守られる世界はいずこ

にあるか。それは旧約聖書の中にある『イザヤ書』
11章の6節から10節に出てくる話です。
―――――
狼は子羊と共に宿り、豹は子山羊と共に伏す。
子牛は若獅子と共に育ち、小さい子供がそれらを
導く。
牛も熊も共に草をはみ、その子らは共に伏し、
獅子も牛も等しく干し草を食らう。
乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ、幼子は蝮の巣に手を
入れる。
私の聖なるやまにおいては何物も害を加えず、滅
ぼすこともない。

（イザヤ書11、6～10）
―――――
こういう世界なら、小さき者は幸せになれますね。
狼も豹も獅子も熊も弱肉強食の世界ではない世界。
驚くことに乳飲み子が毒蛇と遊び、幼子は蝮の巣に
手を入れて遊ぶ。この世界は、ヘビと魚を見間違うこ
とはない。この世界に到達することを目指して我々
は邁進していかなければいけないと思います。
ここで私の話は終わらせていただきます。お付き
合いありがとうございました。

対　　談 （敬称略）

司会）浜先生、ありがとうございました。早速で
はございますが、榊理事長との対談に移らせていた
だきます。榊先生、今の講演をお聞きになりいかが
でしたでしょうか。

榊）浜先生、ありがとうございました。浜先生か
ら経済の話を伺うことが、昔ありました。道徳とい
う言葉の意味する道徳論や、人間の生き方とか人々
が共生するにはどうしたらいいかをいろいろ教えて
いただきました。今日はこの時点から、これまでの
固定観念や既成概念にとらわれていたものを改めな
いといけないと思いました。これが、率直な感想で
す。ありがとうございました。

浜）ありがとうございます。
榊）対談なんて言うとおこがましいのですが、せっ
かくの機会ですので、まず先生の『小さき者の幸せ
が守られる経済へ』の中の最初に出てくる話で、イ
ギリスのサッチャー元首相が、あれは善人ではなく
お金があったからできたことだと言っています。そ

こは倫理観とか道徳観の問題と、実際にみんなに分
け与えるお金は必要なんだよという境目の話を伺い
たいと思います。

浜）サッチャーさんの話は、善きサマリア人が通
りすがりに全く見ず知らずの行き倒れになっている
人を親身になって助け、彼を宿屋に連れて行き自分
が帰ってくるまで面倒を見てもらうようにお願い
し、宿屋の主人にもお金を渡して立ち去るという話
です。他人の不幸を見過ごしてはいけないという趣
旨です。
敵対する人でも助けたということを、そうでなけ
ればいけないとイエス・キリストは言っているので
す。それをサッチャーさんは「お金が無かったらで
きないことだから、お金を持っていたということだ」
と言ったわけです。確かにお金が無かったらできな
いことかもしれないが、お金が無いなら無いなりに
サマリア人は行き倒れの人のために全身全霊をあげ
てその人を助けようとしたはずだから、お金が無い
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とダメというわけ
ではないです。お
金がありさえすれ
ばいい。お金が無
いとどうにもなら
ないというのは、

拝金主義的発想ですね。
サッチャーさんも菅首相と同じで公助が嫌いで、
そういうところが心情や発言に出ていますね。彼女
の政策展開の下では、小さき者たちは幸せになれま
せん。実際になれなかったと思います。

榊）ありがとうございます。
先生の話を聞いてますと、アダム・スミスの国富
論を、高校で50年以上前に習ったときの印象が違う
ことに驚きます。
先生の話を聞いて始めて認識しましたが、200年、
300年経つと、人間の意識はむしろ後退しているよ
うに思います。
私どものことですが、愛知東邦大学ではこの数年
来、毎年中国から学生が来てくれるようになりまし
た。授業をする中で、中国人は儲け主義だとか拝金
主義だとは言いにくいので、渋沢栄一の『論語と算
盤』を引用して、渋沢さんは人としての振る舞いを、
中国の書籍から学んだんだよ。だからあなたたちも
共存共栄していけるだろうと話をしています。「青天
を衝け」というドラマの中で渋沢栄一さんが少しわ
がままなことを言って叱られる場面があります。「自
分だけのことを考えたらだめだよ。みんなが幸せに
なれるようなことを考えないとダメだ」と強く親か
ら説教される場面がありました。晩年一番大切にし
ていたのは、社会福祉施設で、そこの役だけは最後
まで引き受けたと言われています。
時代が変えたのか。渦の中に巻き込まれていくの
か。その点を先生は、どのように時代の認識をして
いらっしゃるのか伺いたいと思います。

浜）そうですね。200年前の人が持ち合わせてい
た感性を、現代人は失っている、あるいは希薄に

なっていると思います。特に1990年代から日本の
経済社会が、失われた最初の10年は瀕死の状態で
生命維持装置を付けて集中治療室に入っていた状態
から、退院したらそこは途端にグローバル大競争の
場であった。そこで何とか生き残り、勝ち組になら
ないといけない。経営者たちや政策責任者も人々も
危機感の中に放り込まれて、論語を忘れたんだと思
います。先ほど申し上げたブラックでも何でもいい
から、最も効率的なサバイバルのあり方を考えるの
が、グローバル時代にふさわしい。企業経営者が哲
学を論じる暇があったら、最も効率的で最先端な経
営戦略を身につけることが良い。ビジネススクール
も安直なノウハウばかり教えて、魂を企業たちから
奪ったことが、大きな問題だと思います。
日本にも2015年に企業統治元年がやってきて
コーポレートガバナンスが重要だと言われていま
す。今もてはやされているコーポレートガバナンス
というのは、不祥事の抑制や倫理的な経営を目指す
のではなく、戦略的企業統治です。経営戦略として
役に立つような企業統治のあり方を追求しなければ
いけない。企業戦略にかなうような形でダイバーシ
ティも追及すれば、SDGs や ESDなどに対応でき
て稼ぐ力の源となってくる、という解釈が先端的で
良いとなっている。そういう流れからいかに経営の
魂を取り戻し、救出するのかが問われています。
「無魂経営」。魂が無いという意味の無魂です。無
魂経営状態から企業たちを救出するという大きな使
命が人類にはのしかかっています。21世紀初頭か
ら、まともな倫理観から遠ざかっています。その悪
い夢から彼らを目覚めさせることができるかどうか
が問われるべきだと思います。

榊）ありがとうございました。
今日のお話で聖書を引用されていましたので、私
も考えてみました。先生は旧約聖書から私は新約聖
書からです。『マタイ伝』14章に籠にパン1つと魚
2匹しか入ってなかったのに、5000人がキリストの
話を聞いて籠が12個になったという話。奇跡の話と
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して紹介されています。分配すればもっと大きなも
のになって帰ってくるということをイエス・キリス
トはみんなに教えたかったのかなと思います。
もう一つは、令和3年6月に経団連の会長になっ
た十倉さん曰く、雑誌に掲載された部分から引用す
ると、分配の問題を軽視して経済全体がプラスにな
ればいいというのはトリクルダウンの手法だ。そう
いう考え方ではいけない。分配についての重要性に
目を向けなければいけない。且つ、こうも言ってい
ます。英国の政治学者ローズの政治論では、公正と
は何か、正義とは何か、そこに思いをいたして我々
は企業活動していかなければいけない。先生は「無
魂経営」と仰いましたが、私は先生ほど手厳しく言
うことはないと思います。コメントをいただければ
幸いです。

浜）経団連のトップにいる方が、そういう発想と
いうことは少なくとも彼は「無魂経営」ではないと
思います。彼らがどこまで「無魂経営」の繁殖を阻
止できるかですね。「攻めの経営」「攻めのガバナン
ス」「稼げる経営」を前面に打ち出さないといけな
い。
また、お話しの中にありましたトリクルダウンと
いう用語は実にけしからん言葉です。トリクルダウ
ン政策と言って、金持ちにより分配のしずくが落ち
てくるという発想です。弱者を侮辱する言葉です。
意味は、馬にたくさん藁を食わせると、雀が喜ぶと
いうのをトリクルダウンというんです。この構図は、
金持ちをより金持ちにし、巡り巡って貧乏人も助け
るということです。
最後にパンと魚の話ですが、そこにはパンや魚を
増やしたとはどこにも書いてないんです。それを配
りなさいと言われて配り終えたら、みんなに行き渡
り、なおかつ余りが出たという話で、増やしたとは
書いてないんです。重要なことは分かち合うことで
す。増やすと書いてないことが重要なことだと思い
ます。いかに全員を豊かにするかです。

榊）ありがとうございました。最後に、今日ご視聴
の「フレンズ・TOHO」は、企業の経営者や、主要
な任を担っている方々です。そこで皆さんが、明日
からどんなことをしたらいいのか。ヒントになるこ
とをご指導いただきたいと思います。いかがでしょ
うか。

浜）明日からどうすればいいか…。いかにご自分

の魂を高みに上げ
るかに尽きると思
います。そして陰
謀を分かち合う精
神を持つと面白い
と思います。自分
たちの経営にとってどうしてこんなことをしなくて
はいけないのかと思いつつも、内部留保の確保に奔
走せざるを得ない。こういう状況からみんなで脱却
するには、どういう企てがいいのかと陰謀チームを
作って、知恵を出すことが出来たらいいなと思いま
す。なんせ人間は、陰謀を練っているとき程楽しい
ことはないですし、どうやってやっつけるかと言っ
ているとアドレナリンが出て、いい知恵が出てくる
ことがあります。良き世界のため、小さき者たちが
幸せになれる世界のための陰謀チームを、本日ここ
で結成していただけるといいなと思う次第でありま
す。

榊）どうもありがとうございました。
先生の話を素直に聞くと「えっ！」と思うことば
かりで、二度三度噛み締めないといけないですが、
難渋な質問にも解りやすく答えていただきありがと
うございました。

浜）こちらこそありがとうございました。とても
楽しかったです。いつまでも続けられそうに思いま
す。

榊）そうですね。まだまだ質問は用意してありま
すけれどね。

司会）浜先生、榊先生ありがとうございました。
最後に、ご視聴の皆様に榊理事長よりご挨拶申し上
げます。

榊）浜先生、改めてお礼申し上げます。コロナに
よって、我々は閉じ込められて分断されてそして暗
いものが払拭できない時代にあって、でも浜先生が
お母様の介護をしていらっしゃりながら私共に考え
させられるメッセージを東京からこうしていただけ
るのは、残念ながらですがコロナのなせる業なのか
なと感じます。どうかご自分の担われているものを
果たされると思いますが、これからも日本中にそし
て世界中にいろんなメッセージを発していただける
ものと思っております。本日は大変ありがとうござ
いました。

浜）こちらこそありがとうございました。

フレンズ・TOHO事務局からのお知らせ
2023年2月10日　企業向け講演会＆名刺交換会（名古屋ガーデンパレス）
2023年6月23日　2023年度定期総会（名古屋東急ホテル）
詳細については、追ってお知らせいたします。
開催の有無・日程等が変更になる場合もございますのでご了承ください。
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　第一波から現七波、このコロナ禍の中を支えて下さった会員の皆さんに感謝しかない。フレンズの活動も部分的
に再開。歳々年々花相似と言い得る日の到来の日を冀う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M）

花菖蒲

京都　建仁寺
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